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     不登校児童生徒へeラーニング教材「すらら」のIDを発

行し、米子フレンドリールームや家庭等での学習に活用

９月市内小学校でmeetを使ったオンライン学習を実施 

→不登校児童生徒への活用も模索中 
 

令和３年度から、米子市が認める民間のフリースクールへ通った児童生徒の

保護者へ対し、要件を満たした場合、利用料の一部補助を行っている。（米

子フリースクールの場合、月額２０，０００円の２／３である１３，２００

 

すべての児童生徒が、学力を含めた「社会的自立」に向けて必要な力を身につけるための環境の整

備・プログラムの設定・指導者の配置 等多様な学びの充実を図ることをめざす。 

「こども総本部」の設置により、教育と福祉が一体なって幼少期から学齢期、そして義務教育終了

後を含め、切れ目のない支援体制がより一層充実する。 

スクールソーシャルワーカーと家庭児童相

談室の一体となった対応で、関係機関との

つながりを深め、学校や児童生徒、保護者

へのより効果的な支援につなげる。 

 今後の展望 

各学校では、教育相談、家庭訪問、別室対応、いじめアンケート等を実施し

平成30年度以降 平成２９年度以前 

○ 本市が単独または主となる事 □ 県が単独または主となる事業 

ＩＣＴ活用 

多様な学びの場 

「こども総本部」設置 

教育と福祉の一体的取組 


